
 

八代市中高層建築物の建築に関する指導要綱 

（目的） 

第１条  この告示は、中高層建築物に係る建築計画の周知の手続き及び建

築主等が配慮すべき事項に関する指導について定めることにより、建築

主等と近隣住民等との相互理解を図り、もって地域住民との良好な近隣

関係を保持し、居住環境の保全と形成に資することを目的とする。 

（定義） 

第２条  この告示において使用する用語の意義は、建築基準法（昭和２５

年法律第２０１号。以下「法」という。）で使用する用語の例によるほ

か、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（１）中高層建築物 法第２条第１号に規定する建築物であって、次のい

ずれかに該当するものをいう。 

ア  都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第８条第１項第１号に

掲げる第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域又は田園

住居地域内の建築物で、軒の高さが７メ－トルを超えるもの又は地

階 を 除 く 階 数 が ３ 以 上 の も の （ 一 戸 建 て の 住 宅 及 び 法 別 表 第 ２

（い）項第２号に定める建築物（イにおいて「一戸建住宅等」とい

う。）を除く。） 

イ  都市計画法第８条第１項第１号に掲げる第一種中高層住居専用地

域、第二種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域

若しくは準住居地域又は用途の指定のない地域内の建築物で、高さ

が１２メ－トルを超えるもの（一戸建住宅等を除く。） 

ウ  共同住宅、下宿、寄宿舎等の用途に供する建築物（以下「共同住

宅等」という。）で、次のいずれかに該当するもの 

（ア）地階を除く階数が５（当該共同住宅等が商業地域内にある場合

にあっては、７）以上であって、住戸の数が１５戸以上のもの 

  （イ）地階を除く階数が３以上であって、１住戸又は１住室当たりの

床面積が３０平方メ－トル程度で住戸の数が１０戸以上のもの 

（２）建築 中高層建築物の新築、増築、改築又は移転をいう。 

（３）建築主等 建築主、設計者、工事監理者及び工事施工者をいう。 

（４）近隣住民等 次に掲げるものをいう。 

ア  中高層建築物の敷地に近接する別に定める区域の土地の所有者又

は建築物の所有者若しくは管理者及び居住者 

イ  アに規定する区域の町内会長、区長等 

（建築主等の責務） 

第３条  建築主等は、中高層建築物の建築に当たっては、周辺の居住環境

に十分配慮するとともに、良好な近隣関係を損なわないよう努めなけれ

ばならない。 

（建築計画上の配慮） 



 

第４条  建築主等は、中高層建築物の建築を計画するに当たっては、次に

掲げる事項に配慮しなければならない。 

（１）周辺の状況を十分把握し、電波障害の防止、日照、通風、採光及び

外壁の後退距離等について、周辺地域に配慮した計画とすること。 

（２）敷地境界について関係者との立会いに努めること。 

（標識の設置等） 

第５条  建築主等は、中高層建築物の建築をしようとするときは、近隣住

民等に当該建築に係る計画（以下「建築計画」という。）の周知を図る

た め 、 当 該 建 築 計 画 の 概 要 を 記 載 し た 標 識 （ 以 下 単 に 「 標 識 」 と い

う。）を設置しなければならない。 

２  標識は、次条に規定する事前説明を実施する日の１４日前までに設置

しなければならない。 

３  標識の設置期間は、第１項の規定により設置する日から法第８９条第

１項の規定による確認の表示が行われる日までとする。 

４  建築主等は、標識の記載事項に変更があったときは、速やかに標識の

記載事項を訂正しなければならない。 

（事前説明） 

第６条  建築主等は、建築計画の概要、施工計画の概要及び日影による影

響並びに電波障害対策及び管理に関すること等（以下「建築計画等」と

いう。）並びに周辺の居住環境に配慮した事項について、近隣住民等に

対し事前説明等の必要な措置を講ずるよう努めなければならない。事前

説明後、建築計画等に変更が生じた場合も、同様とする。 

（建築計画等の届出） 

第７条  建築主等は、法第６条第１項又は法第６条の２第１項の規定によ

る建築確認申請を行う前に、第５条の規定による標識の設置並びに前条

の規定による建築計画等及び事前説明の内容について市長に届け出なけ

ればならない。届け出た事項に変更が生じたときも、同様とする。 

（工事に関する措置） 

第８条  建築主等は、中高層建築物の施工に当たっては、次に掲げる事項

に配慮しなければならない。 

（１）工事中における危害の防止及び公害の防止に関すること。 

（２）早朝、深夜及び休日（八代市の休日を定める条例（平成１７年八代

市条例第３号）第１条第１項に規定する休日をいう。）の作業は避け

るように努め、やむを得ず作業を行うときは、近隣住民等に周知を図

るとともに理解を得ること。 

（３）道路等を汚したときは、速やかに清掃し、資材等を放置しないこと。 

（４）道路等を破損したときは、速やかに復旧を行う等必要な措置を講ず

ること。 

（管理上の措置） 



 

第９条  中高層建築物の維持管理は、防災点検等を日常的に行い、良好な

建物の管理に努めるとともに、共同住宅等においては、次に掲げる事項

に努めるものとする。 

（１）管理者の表示をしておくこと。 

（２）入居者に対して、ごみ収集の指定日、駐輪又は駐車に関する事項等

周囲のル－ル遵守の周知徹底を入居時から十分図っておくこと。 

（その他） 

第１０条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定め

る。 

   附  則  

 この告示は、平成３０年４月１日から施行する。 


